
有明工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 エネルギー資源
科目基礎情報
科目番号 5E010 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 創造工学科(エネルギーコース) 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 前期:1
教科書/教材 教科書：必要の都度，Web配信 ，参考書：発電・変電　（改訂版）電気学会発行　＜発売元：オーム社＞
担当教員 高田 和夫
到達目標
１．火力発電所の所内設備、運転・保守、環境対策について理解し、それらの概要を説明できる。
２．原子力発電の原理や安全対策、放射性廃棄物について理解し、それらの概要を説明できる。
３．各種の再生可能エネルギー利用発電の原理と特徴を理解し、それらの概要を説明できる。
４．高効率発電や電力貯蔵技術など最近の研究・技術開発について理解し、それらの概要を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
火力発電所の所内設備、運転・保
守、環境対策について理解し、そ
れらの概要を十分説明できる。

火力発電所の所内設備、運転・保
守、環境対策について理解し、そ
れらの概要を説明できる。

火力発電所の所内設備、運転・保
守、環境対策について理解が不足
し、それらの概要を説明できない
。

評価項目2

原子力発電の原理や安全対策、放
射性廃棄物について理解し、それ
らの概要を十分説明できる。原子
力発電に関する諸量の計算ができ
る。

原子力発電の原理や安全対策、放
射性廃棄物について理解し、それ
らの概要を説明できる。原子力発
電に関する諸量の基礎的な計算が
できる。

原子力発電の原理や安全対策、放
射性廃棄物について理解が不足し
、それらの概要を説明できない。
原子力発電に関する諸量の基礎的
な計算ができない。

評価項目3

各種の再生可能エネルギー利用発
電の原理と特徴を理解し、それら
の現状について十分説明できる。
再生可能エネルギー利用発電に関
する諸量の計算ができる。

各種の再生可能エネルギー利用発
電の原理と特徴を理解し、それら
の現状について説明できる。再生
可能エネルギー利用発電に関する
諸量の基礎的な計算ができる。

各種の再生可能エネルギー利用発
電の原理と特徴を理解が不足し、
それらの現状について説明できな
い。再生可能エネルギー利用発電
に関する諸量の基礎的な計算がで
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 B-2 学習・教育到達度目標 B-4
教育方法等

概要

　この科目は企業(電力会社)にて、火力設備を中心に地熱や風力等再生可能エネルギーの電源開発(基本設計・発注から
建設・試運転まで)を多数担当していた高田教員が、その経験を活かし、水力・火力発電設備について、種類、特性、最
新の設計手法、運用・保守等について講義形式で授業を行うものである。
　クリーンでかつ利用用途も幅広く、社会を支える基盤エネルギーである「電気」を発生する仕組みに合わせて、エネ
ルギー資源の有効利用や、環境保全に対する取り組みについて正しく理解することを目指す。

授業の進め方・方法

　下記授業計画の内容に従い授業を行う。火力発電における、発電の仕組み・特性を理解するには、流体力学・熱力学
等の物理学で学習する原理や法則を理解する必要がある。また、原子力発電においては、加えて核反応によるエネルギ
ー利用について理解するとともに、安全に対する取り組み、放射性廃棄物処理等について理解することが必要である。
再生可能エネルギーについては、発電の原理や特徴を理解し、地球温暖化対策に向けた世界的な取り組の現状について
理解する。

注意点 HPや図書館などを積極的に活用して、時間外の事前学習や復習に努めて欲しい。　
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 火力発電所設備(所内電気設備) 火力発電所の電源構成と設備について説明できる。

2週 火力発電所の運転・保守 発電所の運転・保守、各種の熱効率について説明でき
る。

3週 火力発電所の環境対策設備 発電所の環境対策設備の目的と原理について説明でき
る。

4週 原子力発電のしくみと核分裂反応の制御 原子力発電のしくみ及び核分裂反応の制御のしくみ等
について説明できる。

5週 原子力発電の特徴と安全対策 原子力発電の必要性や特徴、安全に対する取り組み等
について説明できる。

6週 原子燃料サイクルと放射性廃棄物の処理 原子燃料サイクルの概念・主要設備、放射性廃棄物の
処理・処分等について説明できる。

7週 これまでの復習と各課題の解説 前期中間までの内容について説明できる。

8週 コンバインドサイクル発電① コンバインドサイクル発電の特徴と汽力発電との違い
を説明できる。

2ndQ

9週 コンバインドサイクル発電② コンバインドサイクル発電の特徴と汽力発電との違い
を説明できる。

10週 再生可能エネルギー利用発電① 再生可能エネルギー利用発電の原理と特徴を説明でき
る。

11週 再生可能エネルギー利用発電② 再生可能エネルギー利用発電の原理と特徴を説明でき
る。

12週 エネルギー高利用度技術 高効率発電等エネルギーの有効利用について 説明でき
る

13週 電力貯蔵技術 電力貯蔵の必要性とその技術を説明できる。
14週 これまでの復習と各課題の解説 前期末までの内容について説明・計算できる。



15週 期末試験
16週 テスト返却と解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 0 0 0 50 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 0 0 0 50 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


